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研究成果の概要（和文）： モデル団地を対象に住民・大学・行政の協働を基軸にしたCBPRによる実践研究によって、
戸建て団地における「住民主体の孤立予防型コミュニティづくりモデル」を構築した。
 モデルの波及は、市民、住民組織、地域の有識者、看護職等を対象に、「団地サミット」、「ネットワーク会議」、
「すこやかコミュニティを考える会」、「出前講座」、「住民組織の実態調査」、「住民主体のコミュニティづくりを
考える場の設定」などに取り組んだ。その結果、行政の果たす役割の重要性とコミュニティづくりの波及推進力は行政
保健師にあることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：A door was built by a practice study by CBPR with collaboration of inhabitants, a 
university, the administration as a key among a model housing complex and built "the making of inhabitants
-centered isolation prevention type community model" in the housing complex.
The influence of the model wrestled for "a housing complex summit", "a network meeting", "the meeting whic
h thought about healthy community", "a home delivery of cooked foods lecture", "the fact-finding of the in
habitants organization", "the setting of the place that thought about the making of inhabitants-centered c
ommunity" for a citizen, inhabitants tissue, a local well-informed person, nursing jobs. As a result, it b
ecame clear that the administrative community health nurse had the importance of the administrative role t
o achieve and the influence driving force made with community.
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１．研究開始当初の背景 
我国では,高度経済成長期に勤労者の住宅

不足への対応策としてベッドタウンの郊外
拡散が進められ戸建て住宅が多数建設され
た．現団地は高齢者世帯が増加し団地全体の
高齢化が進んでいる．また,共同体意識の希薄
化や丘陵地という立地環境が高齢者の外出
を困難にさせ,社会生活の狭小化や孤立化,孤
立死発生の危険性を孕んでいる．厚生労働省
は 2007 年に「高齢者が一人でも安心して暮
らせるコミュニティづくり推進会議（「孤立死」ゼ
ロを目指して）」を設置し,「孤立死予防型コミュニ
ティづくり」の重要性を提言している．そのよう
な中,我々は 2005 年からモデル団地を対象に
住民・大学・行政からなるプロジェクトを結
成し,協働を基軸にした CBPR （Community 
Based Participatory Research）による継続的実
践研究を行い,健康と生活の両面から課題解
決を目指す孤立予防型コミュニティづくりに取
り組む住民組織形成モデルを構築してきた． 
今後は,モデル団地への継続的アプローチ

とその効果の検証,他地域への波及モデルの
構築に取り組むことが必要になっている． 
 
２．研究の目的 
 住民主体の孤立予防型コミュニティづくりモデ
ルを構築し他地域への転用の可能性を検討
する．さらに 他地域への波及方法について
検討し,住民主体の孤立予防型コミュニティづく
りの波及モデルの構築を目指す． 
 
３．研究の方法 

1）研究デザイン 
CBPR （Community Based Participatory 

Research）による継続的実践研究 
2）研究活動 

（1）孤立予防型コミュニティづくりを実践してい
るモデル団地への継続的介入および評価（2）
孤立予防型コミュニティづくりの波及活動（①モ
デル団地住民との協働によるコミュニティづく
りの紹介（出前講座,介護予防ボランティアのつ
どい,学会および研究会,市議会議員研修,民
生委員児童委員会研修会等）③効果的波及方
法を検討するための実態調査（民生委員児童
委員・保健委員）④効果的波及方法の探索（ネ
ットワーク会議およびすこやかコミュニティを考
える会の結成,日本看護学会地域看護特別企
画交流集会,日本公衆衛生学会自由集会の開
催）⑤研究会結成（コミュニティづくりに関与す
る大学教員）⑥研究成果の公表（学会,論文,
書籍化,報告書）⑦その他 
3）研究期間 
2011 年から 2013 年の 3年間 

4）倫理的配慮 
香川県立保健医療大学倫理委員会の承認

を得,行政との共同研究の誓約書の交換およ
び対象団地との合意を得た上で実施する．実
態調査やインタビューの際にはその都度対象
者に文書および口頭にて説明し同意を得る．
データはセキュリティ管理を徹底し,公表の際

には個人情報保護を守る． 
 
４．研究成果 
1）孤立予防型コミュニティづくりの評価 

モデル団地においては,①住民組織の地域
志向性の向上,②団地住民の変化（身体的健
康課題は増加していたが主観的健康感やう
つ等の精神的側面の有意な変化は認められ
なかった）③孤立死の発生を阻止できている,
④住民の団地自慢が景観や環境に関するも
のよりも住民同士の人間関係,近所付き合い,
団地内交流が増加した． 
2）住民主体の孤立予防型コミュニティづくりモ

デルの構築 
住民・大学・行政の協働を基軸にした CBPR

による実践研究によって,「住民主体の孤立
予防型コミュニティづくりモデル」を構築した．モ
デルの特徴は,住民がコミュニティづくりの
基盤づくり，グループ化，組織化，評価，活動
の継続と発展を目指し，行政は行政課題の認
識，活動地区の承認（人材の派遣，予算的支
援），波及を目指し,両者を取り持つ保健師は，
様々な活動を駆使して住民の主体性の獲得
に働きかけるというプロセスであった．つま
り，住民と保健師が協働で地域の実態把握を
行い，グループづくりと学習活動によってグル
ープの地域指向性を高め，規約や活動計画作
成によって安定的な活動体制を整備し，調査
やインタビューによって評価を行い，シンポ
ジウムや会議等の企画によって住民が主体
的になれる場をつくり，住民のネットワーク化
とエンパワメントを目指すというヘルスプロモー
ションの理念に基づくプロセスを辿るものであ
った．また,小地域をコミュニティとして展開し
てきた点にも特徴がある．すなわち,住民の
価値観が多様化する中，居住地域に対しては
共有化が図りやすく，地域の文化や風土に合
った方法で活動できる，高齢者ほど身近な地
域をコミュニティと認識している，全住民を視
野に入れた活動が可能で顔が見える関係，知
り合える関係をつくりやすいなど小地域で
取り組む意義は大きく，住民主体のコミュニテ
ィづくりを可能にする条件といえた．さらに,
当モデルは住民同士で取り組むことから気
になる高齢者をターゲットにした活動ではな
く，全住民で団地の将来を見据えて住民が望
む暮しの実現を目指す点も特徴である． 
モデル団地では,コミュニティづくり開始後変

化の兆しが表れるまでに約 5 年を要したが，
この間住民と専門職（保健師）が互いの専門
性を認め，その専門性を発揮しながら信頼関
係を形成するとともに住民個々との公平な
関係に配慮する倫理的感覚を持ち合わせる
ことが重要であった．  
2）住民主体の孤立予防型コミュニティづくりの波
及モデルの構築 
孤立予防型コミュニティづくりの波及を目的

に「団地サミット」の開催,「ネットワーク会
議」・「すこやかコミュニティを考える会」の結
成,公民館等への「出前講座」,「住民組織（民



生委員・保健委員）の実態調査」,「住民主体の
コミュニティづくりを考える場の設定（第 42 回
日本看護学会（地域看護）学術集会交流集会
開催,第 71 回・第 72 回日本公衆衛生学会総
会自由集会開催,日本地域看護学会学術集会
市民公開ポスター）」,活動や研究成果の公表
などに取り組んだ． 
これらの波及活動においても住民との協

働を意図的に行った．これらの活動において
は,保健師からの反響が得られ,保健師が何
らかのアクションを起こした場合に活動が発
展することが明らかになった．例えば A市で
は,「介護予防ボランティア事業」や市議会議
員の視察研修にモデル団地住民による活動
の理念や活動紹介を保健師が企画すること
で活動を開始する地域が現れた． 
したがって,孤立予防型コミュニティづくりを

波及させていく上では,行政が果たす役割の
重要性とコミュニティづくりの推進力・普及力の
キーパーソンは行政保健師であることが示唆
された．しかし，保健師の地区活動実践力の
弱体化が懸念されていることから，今後は波
及推進の原動力になる保健師の地区活動実
践能力育成プログラムの開発の必要性が示
唆された．（合田加代子.平成 23－25 年度文部
科学省科学研究費補助金研究成果報告書「戸
建団地における孤立予防型コミュニティづくりの
波及モデルの構築に関する研究」, 平成 26 年 3
月参照） 
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